
第2回北東アジア女性環境会議 プレイベント 

ヨハネスブルグ・サミットと(財)アジア女性交流･研究フォーラムの活動 

―スライドとこぼれ話― 

 

2002年9月27日(金) 14:00-16:00, 18:30-20:30 

於 北九州市立男女共同参画センター“ムーブ” 

(財)アジア女性交流･研究フォーラム 織田由紀子 

 

１． ヨハネスブルグ･サミットとは？ 

（1） 正式名称：持続可能な開発に関する世界首脳会議 

（2） 国連の会議。2002年8月26日～9月4日南アフリカ共和国ヨハネスブルグで開催 

（3） 1992 年リオデジャネイロで開かれた、国連環境開発会議（UNCED：地球サミット）の

10年後の会議。リオで採択された「アジェンダ21」を実施するためのもの 

（4） 2001年4月以来、準地域・地域レベルの準備会合、合計4回の世界レベル準備会合 

 

２． 誰が参加したのか？ 

（1） 参加国数：191ヶ国 参加首脳数：104人  

（2） 国連会議場への参加人数：21,000人以上（国連のパスを手にした人） 

（内訳 政府関係者：9,101人 NGO関係者：8,227人 プレス関係者：4,012人） 

（3） その他、市民フォーラムだけに参加した人も多い。合計約４万人の説あり 

（4） 日本からは政府代表団 500人弱（外務省）NGO60団体380人くらい（提言フォーラム） 

 

３． サミット会場は市内あちこち 

（1） サントン国際会議場＝国連の公式会議、政府間交渉、NGOはロビーイング 

（2） ウブントゥ村＝テント村、展示会場、政府系が多い 

（3） ナズレック（地球市民フォーラム）＝NGO の展示、ワークショップ、セミナーなど、政府

や国際機関も。女性アクションテントも。 

（4） その他＝クラウン・プラザ、ウォータードームなど 

 

４．何が決まったのか？ 

（1） 「持続可能な開発に関する世界首脳会議実施計画」（以下「実施計画」） 

（2） 「持続可能な開発に関するヨハネスブルグ宣言」（以下「ヨハネスブルグ宣言」） 

（3） 「約束文書(Records of Commitments)」という「実施計画」を実現するために、国や主要

グループがパートナーシップに基づき、作成し登録したプロジェクトのリスト。 

→以上は、国連の公式ページ http://www.johannesburgsummit.org  
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http://www.johannesburgsummit.org/


５．実施計画の内容 

「実施計画」の章立て 

Ⅰ はじめに 

Ⅱ 貧困撲滅 

Ⅲ 非持続的な生産と消費形態の変更 

Ⅳ 経済および社会開発の基礎となる自然資源の保護と管理 

Ⅴ グローバル化する世界における持続可能な開発 

Ⅵ 健康と持続可能な開発 

Ⅶ 小島嶼国における持続可能な開発 

Ⅷ アフリカにおける持続可能な開発 

Ⅷbis その他の地域的イニシアティブ 

Ⅸ 実施の手段 

Ⅹ 持続可能な開発のための制度的枠組 

・環境だけの会議ではない。 

経済、社会、環境の3本柱 

・課題はグローバリゼーションと貧困。 

・貿易優先、市場経済優先で持続可能な       

開発を進められる？ 

貧困撲滅と環境保護のためのスペースを

作ろうとしたが・・・ 

例：再生可能エネルギーの数値目標 

共通だが差異のある責任 

予防原則 

よかったこと 

・ 京都議定書が入った 

・ 北九州イニシアティブが入った 

 

６．女性／ジェンダーについて強調されたこと 

・ ジェンダー平等は持続可能な開発をすすめるためのガバナンスの基礎である 

・ 女性はサミットの成果の実施により便益を受けるべき存在 

・ 女性に対する暴力および差別を撤廃する 

・ 女性の意思決定への完全な参加と政策におけるジェンダーの視点の主流化 

・ リプロダクティブおよび性的健康の推進    など 

問題： 

・ 「国内法や文化及び宗教上の価値観と一致しながら」のように弱める言葉が残った 

・ 女性／ジェンダーに触れられていない項目があること 

 

７．政府代表団顧問としては何をしたか？ 

・ 顧問9人のうち女性は１人（NGO5人、地方自治体2人、労働組合1人、産業界1人） 

・ 助言：国内で、総理大臣、環境大臣、外務大臣、政府代表団と会合 

・ 現地では、政府代表団打ち合わせ会、人間の安全保障委員会での報告    などなど 

 

９．(財)アジア女性交流･研究フォーラムの参加 

・ 準備会合から参加、円卓会議を開催 

・ ヨハネスブルグ・サミットへの参加（4人） 北九州からは市長他＋北九州市立大学 

 

１０．何をしたか？ 

(1) ワークショップの主催「北九州の環境と女性―青空が欲しい―」（於 ナズレック） 

(2) ワークショップの共催 北東アジア女性環境ネットワーク(於 ナズレック・女性テント) 

(3) ロビーイング 女性コーカスと共に、またヨハネスブルグ宣言に関する声明文も発表 
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１１．こぼれ話 

（１） 南アフリカとヨハネスブルグ 

南アフリカ共和国 人口4,358万人   面積1,220,000平方キロ（日本の約3倍） 

内訳：黒人（74％）白人（13％）カラード（混血）（9％）インド系（2％） 
公用語：英語、アフリカーンス語、バンツー諸語（ズールー語、ソト語ほか）の合計 11言語 
大統領：タボ・ムヴイェルワ・ムベキ大統領 
1人当たりGNP：3,020ドル（1998年：世銀） 
ヨハネスブルグ 人口約250万人   面積 17,000平方キロ（福岡県5,000平方キロ） 

 

（２） サントン国際会議場―携帯電話とインターネット 

    携帯電話は貸し切れ 

    ホテルの予約もインターネットで 

 

（３） 南アフリカの女性たち―歌と踊りと 

    来賓挨拶も歌と踊りで 

    歌は掛け合いで 

 

（４） 南アフリカの女性たち―女性の国会議員は33％ 

      2000年 1月 25日現在：世界 177カ国―列国議会同盟資料では 30% 世界第 8位 

1994年 4月 全人種参加の総選挙を実施 

1994年 5月 マンデラ政権成立 

 

（５） 南アフリカの食事―主食はポップ、国際色豊かなヨハネスブルグ 

ワインがおいしい 

 

（６） アパルトヘイトとソエトツアー by JVC 津山さん 

   アパルトヘイトとタウンシップ 

   

（７） 教会―日曜日は白い服をきて教会へ、ゴスペル 

主な宗教はキリスト教（人口の約 80％）他にヒンズー教、イスラム教 
 

（８） 深刻なHIV/AIDS 

http://www.ipu.org/

